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日
本
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
団

塊
の
世
代
全
て
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
、

介
護
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
２
０
２
５
年
問
題
に
む
け
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
す
で
に
本
市
は
、
高

齢
化
率
で
い
え
ば
43・9
％
（
国
26・7
％
、

県
27
・
8
％
）
で
あ
り
、
国
や
県
の
約
30

年
先
を
歩
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
人
口
推
計
で
は
、
本
市
の
人
口
は
、
２

０
２
５
年
に
は
、
現
在
よ
り
３
割
減
が
予

測
さ
れ
る
中
、
後
期
高
齢
者
が
１
・
７
割

増
と
推
計
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
の
担

い
手
が
不
足
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

講演会の様子 み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問
高
齢
介
護
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係　
☎
（
４
３
）
１
６
５
１

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
、
地
域
で
解
決
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
い
ま
す
。

在
宅
生
活
を
支
え
る

医
療
と
介
護
の
連
携

　
で
き
る
限
り
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
自
宅
で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
在
宅
で

必
要
な
と
き
に
、
安
心
し
て
医
療
と
介
護

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
6
月
22
日
㈭
、
在
宅
を
支
え

る
医
療
と
介
護
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
て

い
る
「
西
区
在
宅
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」
を

つ
く
ら
れ
た
落
久
保
裕
之
さ
ん
（
広
島
市

西
区
医
師
会
副
会
長
）
を
お
迎
え
し
、
ど

ん
な
風
に
人
生
の
最
期
を
迎
え
た
い
か
を

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
人
生
の
最
期

を
迎
え
た
い
場
所
を
「
自
宅
」
と
答
え
た

方
が
、約
半
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た（
グ

ラ
フ
１
）。
相
談
で
き
る
ご
近
所
さ
ん
が

「
い
る
」
と
答
え
た
方
は
、
約
７
割
で
し

た
（
グ
ラ
フ
２
）。

　

少
し
、
住
み
辛
く
な
っ
た
と
感
じ
る

日
々
、
で
も
、
支
え
・
支
え
ら
れ
る
関
係

は
既
に
あ
る
と
言
え
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

そ
れ
を
、
見
え
る
形
で
仕
組
み
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
も
の
が
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
で
す
。

地
域
で
「
つ
な
が
る
」

取
り
組
み
に
む
け
て

　
私
た
ち
の
ま
ち
で
は
、
多
く
の
高
齢
者

が
、
元
気
で
働
き
、
地
域
を
支
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　　
障
害
の
あ
る
人
が
、
就
労
し
て
社
会
参

加
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た

人
も
多
く
、
人
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
高

齢
者
が
子
育
て
世
代
を
助
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　　
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
そ
し
て
、

力
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
、
助
け
て
も
ら

わ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
、
江
田

島
市
な
ら
で
は
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
次
回
は
、
地
域
の
力
と
公
的
な
支
援
体

制
が
協
働
し
て
、
み
ん
な
で
、
地
域
の
困

り
事
を
「
我
が
事
」
と
し
て
み
ん
な
で
一

緒
に
考
え
て
い
く
「
共
生
社
会
」
の
実
現

に
む
け
て
何
が
必
要
か
、
7
月
21
日
に
行

わ
れ
た
講
演
会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 〔地域包括ケアシステムをイメージした植木鉢〕
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～
お
と
め
会
編
～

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（
４
３
）
１
６
４
０

参
加
者
の
声

　

江
田
島
市
で
初
め
て

メ
ン
バ
ー
の
自
宅
で
百

歳
体
操
を
始
め
て
、
丸

２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

毎
回
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
体
操
を
し
て

い
ま
す
。

　

め
だ
っ
て
の
体
力
の

増
加
は
な
い
と
し
て
も
、

少
し
ず
つ
は
、
体
力
は

つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

百
歳
体
操
、
か
み
か

み
体
操
が
終
わ
っ
た
後

の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
ひ

と
と
き
で
す
。

Vol.1

え
た
じ
ま
ん
の
つ
ど
い
通
信

　６月22日㈭、在宅を支える医療と介護
についての講演会来場者へアンケートを行
いました。その結果の一部をご紹介します。

【来場者の感想など】
・自分の住んでいる地域、ご近所さんと一緒にできることを小さなことから始めます。
・老いて安心な○○町にしたい。
・できるだけ健康で、家族みんなで頑張る。
・老後生活を守るため、介護予防に力をいれていくことが必要と分かった。
・現在元気で動いているのでピンと来ないが、いずれ自分も行く道だと考えさせられた。

人生の最期を迎えたい場所はどこですか？

わからない
（14％）

その他
（8％）

未記入
（3％）

自宅
（49％）

病院などの
医療施設
（18％）特別養護老人

ホームなど
福祉施設
（3％）

子の家の近く（5％）
子の家
（0％）

兄弟姉妹の家
（0％）

あなたが困った時、相談できるご近所さんは
いますか？

いない
（28％）

いる
（72％）

講演会来場者へのアンケート結果

（グラフ１）（グラフ２）
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▲明岳市長（左）と辰野代表取締役会長

　本市は、日本を代表するアウトドアブランドメー
カーである株式会社モンベルと「江田島市と株式会
社モンベルとの連携と協力に関する包括協定」を締
結しました。
　６月17日㈯に市役所で行った締結式において、
明岳市長と株式会社モンベルの辰野代表取締役会長
が協定書に署名しました。
　今回の協定締結により、株式会社モンベルと相互
の連携を強化し、海や島の自然を生かしたアウトド
ア活動などの促進を通じて、地域の活性化と市民生
活の質の向上を図ります。

「江田島市と株式会社モンベルとの連携と協力に関する包括協定」を締結
６月17日㈯　締結式　～地域の活性化と市民生活の質の向上へ～

江田島ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ ２０１７を開催
６月17日㈯・18日㈰　市の魅力と自然を体感！

　市内で江田島ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ ２０１７が開催されました。４
回目となる今回は、１７都道府県から１３３人の選手が参加しました。
　17日㈯は、沖美ふれあいセンターで環境シンポジウムが行われ、広島
大学教授の中坪孝之さんの講演や、広島湾岸トレイル協議会会長の田川宏
規さんからの活動報告がありました。
　18日㈰は、アクティビティが行われ、選手たちは本市の自然を満喫し
ながら、シーカヤック、自転車、ハイクに汗を流しました。なお、表彰式
では、女子シングル部門の上位３人に、明岳（あきおか）市長からオリー
ブ冠が贈られ、本市のオリーブ振興をアピールする機会となりました。

シーカヤックを楽しむ選手

ゴール地点の三高山（砲台跡）

オリーブ冠で記念撮影

カメラに手を振る選手

田川さん中坪さん
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第67回社会を明るくする運動江田島市モデル地区大会を開催
７月９日㈰　～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　農村環境改善センター（能美町鹿川）で、「第67回
社会を明るくする運動江田島市モデル地区大会」が開
催されました。
　大会では、本市出身の大竹市家庭児童相談室の酒井
珠江さんの講演や、本市出身のピアニスト、小蔦寛二
さんの演奏などが行われました。
　また、「第66回社会を明るくする運動」標語コンテ
ストで、優秀賞を受賞した増井彩花さん（能美中学校
３年）が表彰され、作品を会場で披露しました。

▲小蔦さんの記念演奏

▲更生ペンギンのホゴちゃん▲酒井さんの基調講演

　江田島保健センターで、市女性会連合会が恒例の
「江田島っ子と心を結ぶ声のかけ合い運動」を実施
しました。
　この運動は、子どもたちの豊かな感性育成のため、

「地域みんなが、いつでもどこでも、気軽にさわや
かなあいさつを交わし、心の通じ合う温かい家庭と
地域づくりをしていこう」というものです。
　明岳市長にメッセージの伝達を行い、その後、市
内で広報車による啓発活動を行いました。

心を結ぶ声のかけ合い運動
７月９日㈰　市女性会連合会

▲メッセージ伝達式の様子

　市女性会連合会が毎年行っているリーダー研修会
を実施しました。本年度は、会員45人で東広島市
西条の酒蔵へ視察研修にいきました。昔ながらの醸
造場などを観光協会のボランティアガイドさんの案
内で、丁寧で流ちょうな説明を受けました。
　今後は、本市観光協会のボランティアガイド活動
にも積極的に参加していきたいと思います。

リーダー研修会を実施
６月25日㈰　市女性会連合会

▲視察研修の様子

▲表彰された増井さん

【増井さん受賞作品】
広島県優秀賞（広島県保護司会連合会会長賞）
　ひとりじゃない　地域の支えが　大事な居場所
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▲導入された道路パトロール車

　江南地域の一斉清掃に、居住している外国人３人
の方が、地域の方と一緒に作業をしてくれました。
　地域には若い人も少なく、高齢者が多いので、大
変助かりました。（三興建設株式会社の協力）

一斉清掃に外国人も参加
６月11日㈰　江南地域

　今年度から、道路・橋梁・トンネル・法面・港湾
などのインフラ施設定期点検を実施するための車両

「江田島市道路パトロール車」を導入しました。
 　この車両は、インフラ施設の定期点検を行いな
がら、簡易な舗装修繕や倒木処理、除草作業にも対
応します。

道路パトロール車を導入
６月23日㈮

▲外国人と作業

緊急消防援助隊を福岡県へ派遣しました
市消防本部

　九州北部に甚大な被害をもたらした記
録的大雨で、７月６日㈭午前３時、総務
省消防庁長官からの要請を受け、市消防
本部緊急消防援助隊が、福岡県へ出動し
ました。
　７月６日～ 20日までの15日間に、第
５次部隊まで、延べ26人の隊員を派遣
しました。
　主な活動場所は、福岡県朝倉市杷木地
区で、広島県隊として人命検索活動を行
いました。

▲野営場所 ▲建物の周囲を手掘り

▲広島県隊
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江田島警察署通信　第12号
～キャッシュカードをだましとる詐欺に注意～

○公的機関や金融機関が、キャッシュカードを預かることはありません。
○キャッシュカードや通帳を他人に「渡さない・郵送しない」。
○他人に暗証番号を聞かれても、絶対に教えないでください。
☆詐欺被害にあわないために！ ～防犯機能付電話機の紹介～　
　あやしい電話を自動判別し、ブラックリストの電話番号を着信しない、着信の際注意喚起のメッセージ
を流してくれる、録音していることを相手に自動で通知し通話内容を録音してくれるなどの防犯機能付電
話機があります！
※防犯機能付電話機は、機種により機能などが異なりますので販売店でご確認をお願いします。

江田島警察署　☎（４２）０１１０

夏の交通安全運動啓発活動を実施
７月11日㈫　事故のない明るいまちを目指して

　藤三江田島ショッピングセンター（江田島町江南）
周辺で、広島県夏の交通安全運動に併せた啓発活動が
行われました。
　啓発活動には、市交通安全協会、江田島市安全運転
管理協議会、江田島警察署、江田島市などが参加しま
した。
　参加者は来店者や停車した車両に声を掛け、交通安
全意識の向上を訴えました。

▲啓発活動の様子

◀カブトガニにタッチ！ ▲カサゴの稚魚を放流！

　市の食育体験事業の一環で、長瀬海岸（能美町中
町）で、親子が海の生き物と触れ合いました。
　８組19人の親子が参加し、カニやクルマエビ、
ヤドカリなどの海の生き物や、さとうみ科学館のカ
ブトガニと触れ合ったり、同日にまちづくり出前講
座の水産教室を行っていた中町小学校５年生の児童
27人と一緒にカサゴの稚魚を放流しました。

お魚タッチと稚魚の放流体験、水産教室
７月５日㈬　食育体験事業＆出前講座

家庭教育講演会を開催
７月８日㈯　子どもは宝物

　沖美ふれあいセンター（沖美町美能）で、永山友美
子さんをお招きし、「愛と優しさが人を育てる」と題し、
家庭教育講演会を開催しました。
　講演では、学校など様々な所で出会った人を通して、
子どもの心、子を持つ親の心に触れ、その時々に感じ
た愛情の大切さを繰り返し話されました。
　アイリッシュハープの美しい演奏を交えてのお話に、
来場者はうなずいたり、笑ったり、目を潤ませたりと、
心に響く講演会となりました。 ▲講演の様子
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江
田
島
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成
30
年

春
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
消
防
吏
員　
２
人

受
験
資
格

・ 

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※ 

救
急
救
命
士
有
資
格
者
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満
の
人

・ 

災
害
現
場
活
動
に
従
事
で
き
る
人
（
男

女
同
枠
）

・
江
田
島
市
内
に
居
住
で
き
る
人

※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

・
８
月
14
日
㈪
～
９
月
29
日
㈮

受
付
場
所

・
江
田
島
市
消
防
本
部
総
務
課

※ 

申
込
用
紙
は
、
受
付
開
始
日
か
ら
消
防

本
部
と
能
美
出
張
所
に
て
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

第
１
次
試
験
日
（
筆
記
試
験
）

・
10
月
21
日
㈯
午
前
10
時
～

試
験
会
場

・ 

江
田
島
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

（
能
美
町
鹿
川
２
０
１
１
番
地
２
）

そ
の
他

・ 

１
次
試
験
に
合
格
し
た
人
は
、
２
次
試

験
（
面
接
・
適
性
検
査
・
体
力
検
査
）

が
あ
り
ま
す
。

募

集
消防職員募集（平成30年春採用）

問消防本部総務課☎（４０）０１１９

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
候

補
生
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
広
島
地
方

協
力
本
部
呉
地
域
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
平
通
（
ひ
ら
み
ち
）

募集種目 応募資格 受付期間 試験日程

自衛官候補生 18歳以上27歳未満 年間を通じて
行っています 受付時に連絡します

一般曹候補生 18歳以上27歳未満 ７月１日㈯
～９月８日㈮

一次：９月16日㈯
～18日㈪のうち指
定する日

航空学生

海：高卒(見込含)
    23歳未満
空：高卒(見込含)
    21歳未満

７月１日㈯
～９月８日㈮ 一次：９月18日㈪

自
衛
官
候
補
生
な
ど
を
募
集

問
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部

　
　
　
☎
（
２
３
）
１
２
２
６

県
職
員
・
県
警
察
官
採
用
試
験

問
広
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
（
５
１
３
）
５
１
４
４

▼
広
島
県
職
員
採
用
試
験
（
短
大
卒
業
程

　
度
）・（
高
校
卒
業
程
度
）

受
付
期
間　
６
月
30
日
㈮
～
９
月
５
日
㈫

　
午
後
５
時
ま
で

第
１
次
試
験　
９
月
24
日
㈰

試
験
会
場　
広
島
市
・
福
山
市
（
短
大
卒

　
業
程
度
は
広
島
市
の
み
）

受 

験
申
込
手
続
き　
原
則
と
し
て
、
広
島

県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
第
２
回
広
島
県
警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
間　
６
月
30
日
㈮
～
８
月
29
日
㈫

第
１
次
試
験　
９
月
17
日
㈰

試
験
会
場　
広
島
市
・
福
山
市

受 

験
申
込
手
続
き　
原
則
と
し
て
、
広
島

県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

　
広
島
県
職
員
採
用
選
考
試
験

受
付
期
間

持
参
・
郵
送　
６
月
30
日
㈮
～
９
月
22
日
㈮

イ 

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
６
月
30
日
㈮
～
９
月

19
日
㈫

試
験
日
・
会
場　
10
月
22
日
㈰
広
島
県
庁

受 

験
申
込
手
続
き　
広
島
県
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
、
郵
送
、
持
参
に
よ
り
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
広
島
県
人
事
委
員
会
事
務  

局
ま
で
。
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広
島
広
域
都
市
圏
で
は
、
ふ
る
さ
と
の

魅
力
発
見
ツ
ア
ー
と
、
神
楽
共
同
鑑
賞
ツ

ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー

　
バ
ス
で
巡
る
三
原
市
・
世
羅
町
の
旅
で

す
。
八
天
堂
カ
フ
ェ
リ
エ
で
の
く
り
ー
む

パ
ン
作
り
体
験
、
お
食
事
処
蔵
で
の
た
こ

の
昼
食
、
醉
心
山
根
本
店
で
の
蔵
元
見
学

と
世
羅
高
原
農
場
で
の
ダ
リ
ア
祭
り
、
世

羅
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

体
験
で
き
ま
す
。

旅
行
日
時　
９
月
21
日
㈭　
午
前
８
時
30

　
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

集
合
・
解
散
場
所　
広
島
駅
北
側
新
幹
線
口

旅
行
代
金　
１
人
６
５
０
０
円
（
交
通
費
、

　
昼
食
代
込
）

※ 

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
解
散
場
所

か
ら
の
交
通
費
は
別
途
必
要
で
す
。

募
集
人
員　
先
着
40
人

※ 

本
市
を
含
む
広
島
広
域
都
市
圏
に
お
住

ま
い
の
方
が
対
象
で
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
フ
ジ
ト
ラ
ベ

ル
サ
ー
ビ
ス
ト
ム
ズ
緑
井
営
業
所
（
広

島
市
安
佐
南
区
緑
井
フ
ジ
グ
ラ
ン
緑
井

内
）
へ
。
☎
０
８
２
（
８
３
１
）
８
０

０
５
（
午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

受
付
）

 

神
楽
共
同
鑑
賞
ツ
ア
ー　

　
北
広
島
町
の
道
の
駅
「
豊
平
ど
ん
ぐ
り

村
」
で
行
わ
れ
る
神
楽
鑑
賞
ツ
ア
ー
で
す
。

旅�

行
日
時　
９
月
16
日
㈯　
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　

江
田
島
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

は
、
能
美
町
に
位
置
し
、
３
５
０
人
収
容

で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
会
議

室
、
研
修
室
な
ど
が
あ
り
、
講
演
会
や
会

議
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
施
設
で
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
一
層
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
周

知
す
る
た
め
、
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
必
ず
確

認
の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、市
役
所
本
庁・

各
支
所
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

応募期間 ８月14日㈪～9月8日㈮　（消印有効）
応募資格 制限を設けません
応募内容 愛称及び愛称の説明

応募方法
・市ホームページからの応募
・郵送、ファックス
※ 募集リーフレットの応募用紙に必要事項を

記入してください。

賞

・ 採用作品　１点（図書カード５千円分及び 
地域の特産品）

・優秀作品　２点（地域の特産品）
※ ただし、採用作品または、優秀作品として決

定された作品について、複数の応募者がある
ときは、抽選により受賞者を決定します。

問農林水産課☎（４３）１６４２

愛称募集！
江田島市農村環境改善センター

問
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局
☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
７

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー
・
神
楽
共
同
鑑
賞
ツ
ア
ー

集
合
・
解
散
場
所　
広
島
駅
北
側
新
幹
線
口

旅
行
代
金　
大
人
３
０
０
０
円
・
中
学
生

　
以
下
２
５
０
０
円

※ 

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
解
散
場
所

か
ら
の
交
通
費
、
食
事
代
は
別
途
必
要

で
す
。

募�

集
人
員　
80
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
本
市
を
含
む
広
島
広
域
都
市
圏
に
お
住

　
ま
い
の
方
が
対
象
で
す
。

そ�

の
他　
神
楽
鑑
賞
は
桟
敷
席
で
、
広
島

広
域
都
市
圏
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
鑑
賞

し
ま
す
。
食
事
や
休
憩
は
、
各
自
で
道

の
駅
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
往
復
は
が
き

（
１
枚
に
５
人
ま
で
）
に
、
参
加
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

と
「
神
楽
共
同
鑑
賞
希
望
」
の
旨
を
記

入
し
、
８
月
21
日
㈪
（
※
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事

務
局
ま
で
郵
送
。

※ 

小
学
生
以
下
の
方
は
、
大
人
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

※ 

特
別
の
事
情
に
よ
り
、
椅
子
席
、
車
椅

子
席
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

（
住
所
の
記
載
は
不
要
）

広
島
市
役
所
広
域
都
市
圏
推
進
課
内

　
　
　
　
　
　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

　
　
　
☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
７

参
加
者
募
集
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～
オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
し
て
い
る
皆

さ
ん
へ
～

▼ 

雨
や
風
に
よ
っ
て
果
実
に
傷
が

つ
く
と
、
炭
疽
病
を
発
病
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
８
月
下
旬

に
ア
ミ
ス
タ
ー
10
フ
ロ
ア
ブ
ル

１
０
０
０
倍
を
樹
全
体
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

株
元
を
食
い
荒
ら
す
オ
リ
ー
ブ

の
天
敵
、
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア

キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
防
除
と
し
て
、

８
月
下
旬
に
ダ
ン
ト
ツ
水
溶
液

２
０
０
０
倍
を
樹
全
体
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。
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８
月
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
暦

オリーブ
情 報
問オリーブ振興室
☎（４３）１６４３

　
６
月
26
日
㈪
、
江
田
島
警
察
署

と
「
警
察
署
使
用
不
能
時
に
お
け

る
施
設
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
江
田
島
警
察
署

庁
舎
が
災
害
に
よ
る
破
損
な
ど
で

使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
、
江

大
規
模
災
害
に
備
え
て

問
危
機
管
理
課
☎
（
４
３
）
１
６
３
３

田
島
支
所
の
一
部
を
警
察
署
の
仮

庁
舎
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、

警
察
機
能
を
維
持
し
、
本
市
と
江

田
島
警
察
署
と
の
適
切
な
連
携
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

江田島警察署と連携

　
７
月
12
日
㈬
、
海
上
自
衛
隊
第

１
術
科
学
校
と
「
災
害
時
の
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
で
、
市
内
で
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
市
民
の
安
全
を

迅
速
か
つ
円
滑
に
確
保
す
る
た
め
、

平
常
時
や
災
害
時
に
お
け
る
連
携

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
取
り
決

め
ま
し
た
。

海上自衛隊第１術科学校と連携

▼
平
常
時

　

 

情
報
連
絡
体
制
の
充
実
、
防
災

訓
練
な
ど
へ
の
参
加
、
防
災
関

係
資
機
材
な
ど
の
通
知

▼
災
害
時　

　

 

施
設
設
備
の
提
供
（
活
動
拠
点

と
し
て
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
官
舎
）

　

 

物
資
の
提
供
（
食
料
、
被
服
、

寝
具
、
緊
急
車
両
用
の
燃
料
）

協
定
を
締
結

▲明岳市長(左)と上田署長

▲明岳市長(左)と中畑校長
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暑
い
夏
、
昨
年
人
気
を
博
し
た

江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

の
「
夕
日
の
香
（
沖
美
町
特
産
）

オ
レ
ン
ジ
か
き
氷
」。
柑
橘
と
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
相
性
を
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
オ
リ
ー
ブ
に
ま
つ

わ
る
豆
知
識
も
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　
８
月
27
日
㈰

　
　
午
後
４
時
～
５
時
30
分

場 

所　
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
大
柿
町
大
君
８

６
２
―
３
）

内 

容　
オ
リ
ー
ブ
と
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
に
つ
い
て
の
お
は
な
し
、

オ
リ
ー
ブ
の
実
の
観
察

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

参 

加
費　

１
０
０
０
円
（
か
き

氷
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

申 

込
方
法　
８
月
26
日
㈯
ま
で

に
、
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー（
☎（
５
７
）５
６
５
６
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

 （
受
付
時
間　

午
前
11
時
～
午

後
６
時
・
月
曜
を
除
く
）

主 

催　
江
田
島
市
オ
リ
ー
ブ
振
興

協
議
会
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オ
リ
ー
ブ
講
座

「
オ
レ
ン
ジ
か
き
氷
で
夕
涼
み
」

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
、
70
歳
以

上
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
者
の
ひ
と
月
あ
た
り

国民健康保険・後期高齢者医療
問保健医療課☎（４３）１６３９

の
病
院
で
支
払
う
上
限
額
が
変
わ

り
ま
す
。（
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

所得区分 外来（個人ごと） 入院・世帯単位

住
民
税
課
税
世
帯

現役並み所得者
（※１）

４４,４００円
↓

５７,６００円

（変更なし）
８０, １００円＋

（総医療費−２６７, ０００円）×１％
〈多数回該当（※５）：４４，４００円〉

一般
（※２）

１２,０００円
↓

１４,０００円

４４, ４００円
↓

５７, ６００円
〈多数回該当（※５）：４４, ４００円〉

非
課
税
世
帯

低所得Ⅱ
（※３） （変更なし）

８, ０００円

（変更なし）
２４, ６００円

低所得Ⅰ
（※４）

（変更なし）
１５, ０００円

70
歳
以
上
の
人
の

病
院
で
支
払
う
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
！

※１ 　現役並み所得者とは、70歳以上で課税所得金額が145万円以上の方、または
その方と同じ世帯にいる70歳以上の方です。

※２　一般とは、現役並み所得者、低所得のいずれにも該当しない方です。
※３ 　低所得Ⅱとは、住民税非課税世帯にいる方で、低所得Ⅰにはならない方です。
※４ 　低所得Ⅰとは、住民税非課税世帯にいる方で、世帯の所得の合計が０円（年

金収入は控除額を80万円として計算）になる方です。
※５ 　多数回該当とは、過去12か月の間に上限額までの支払いを３回以上している

場合、４回目からはそれまでより低い上限額が適用されることをいいます。

　
病
院
に
か
か
る
と
き
、
被
保
険
者
証
と
一
緒
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
病
院

の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
が
上
限
額
ま
で
に
な
り

ま
す
。

　
入
院
な
ど
で
高
額
な
医
療
費
を
支
払
う
予
定
が

あ
る
と
き
は
、
事
前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交

付
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
ま
た
、
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
加
入
者
の
住
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
、

限
度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
被

保
険
者
証
な
ど
を
病
院
で
提
示
す
る
こ
と
で
上
限

額
ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
人

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
加
入
の
69
歳
以
下
の
方
、

　
70
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
の
方

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・ 

限
度
額
適
用
認
定
証
等
申
請
書
（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・ 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
被

保
険
者
証
な
ど
）

更
新
申
請

・ 
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は
、
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
の
方
は
、
更
新
申
請
は

不
用
で
す
。
１
度
交
付
さ
れ
る
と
被
保
険
者
証

に
同
封
さ
れ
て
毎
年
郵
送
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

（平成29年8月からの上限額）
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日時　８月19日㈯午後１時30分～
　　　　　　　　（開場　午後１時）
場所　大柿公民館（大柿町大原）
対象　どなたでもご参加いただけます。
申し込み　不要。当日直接会場へお越しください。

ストーリー
　1945年１月、中国・ハルビン。日本は14年間もの
戦争を続け、当時満州と呼ばれた現在の中国東北地方
には、日本から多くの人が移り住んでいました。日本
からやって来たえっちゃん（７歳）の夢は「早くお母
さんになって、子どもを20人生んで兵隊さんにする」
こと。まだ戦争の恐ろしさも、その意味もわからない
小さなえっちゃんの大きな夢でした。８月15日。日本
が戦争に負けたのを境に、差別されていた中国の人々
は、今までの怒りやつらさを日本人にぶつけるように
なり…。この時から、えっちゃんたちの日本へ引き揚
げるまでの悲しい運命が始まります。

平和の尊さと生きる勇気を問いかける作品です。
夏休みにお友達を誘って、ぜひ見に来てください。
帰省中の皆さまもお気軽にご来場ください。

　
毎
年
、
８
月
を
「
人
権
強
調
月
間
」
と
し
、

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
取
り
組
み
が
各
地

で
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
期
間
中
に
懸
垂
幕
や
の
ぼ
り

を
市
役
所
な
ど
に
設
置
し
、
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。
ま
た
８
月
４
日
㈮
に
は
、
市
内
各

桟
橋
と
ス
ー
パ
ー
３
カ
所
で
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
重
点
目
標
は
、「
み
ん
な
で
築

こ
う
人
権
の
世
紀　
～
考
え
よ
う　
相
手
の

気
持
ち　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　
違
い
を
認

め
合
う
心
～
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

８
月
は
人
権
強
調
月
間
～
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
よ
う
～

問
人
権
推
進
課
☎
（
４
３
）
１
６
３
５

広
島
法
務
局
長
表
彰
を
受
賞

　
６
月
16
日
㈮
に
開
催
さ
れ
た
広
島
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
総
会
で
、
人
権
擁
護
委
員

の
中
村
和
之
さ
ん
（
江
田
島
町
）
が
、
広
島

法
務
局
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
功
績
が
顕
著
で
あ
っ

た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

市
内
で
啓
発
活
動
を
実
施

▲昨年の街頭キャンペーンの様子

問
人
権
推
進
課
☎
（
４
３
）
１
６
３
５▲表彰を受けた中村さん

映画上映会（人権啓発）
えっちゃんのせんそう
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申請は毎年１月４日から31日まで
定住促進で奨学金返還支援事業補助金を始めます

問交流促進課☎（４３）１６３２
　
本
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、

「
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
」
や

「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
移
住
促

進
」
を
図
る
た
め
、
定
住
促
進
奨

学
金
返
還
事
業
補
助
金
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

対�
象
要
件　
本
市
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
方

で
、
奨
学
金
の
返
還
を
行
っ
て

い
る
方　
な
ど

対�

象
と
な
る
奨
学
金　
江
田
島
市

奨
学
金
、
日
本
学
生
支
援
機
構

の
奨
学
金　
な
ど

補
助
金
の
額

　
①
前
年
に
返
還
し
た
奨
学
金
の
額

　
②
20
万
円
（
基
準
額
）

　
③ 

借
り
た
金
額
を
借
り
た
年
数

の
３
倍
の
年
数
で
割
っ
た
額

※ 

①
、
②
、
③
の
う
ち
、
一
番
低

い
額
に
な
り
ま
す
。

補
助
金
の
申
し
込
み

⑴ 
申
請
書
の
提
出
期
間
は
毎
年
１

月
４
日
～
31
日
で
す
。
１
月
中

に
前
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
支
払
っ
た
奨
学
金
の
額
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
、
４

月
～
12
月
ま
で
に
支
払
っ
た
額

に
な
り
ま
す
。

⑵ 
申
請
は
、
次
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
】

　
①
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

　
②
交
付
申
請
額
の
算
出
基
礎

　
③
江
田
島
市
支
払
金
口
座
振
替

　
　
依
頼
書

【
添
付
書
類
】

　
① 

奨
学
金
貸
与
機
関
が
発
行
す

る
奨
学
金
貸
与
を
証
す
る
書

類
（
借
り
た
金
額
お
よ
び
借

り
た
期
間
が
わ
か
る
も
の
。

江
田
島
市
奨
学
金
の
場
合
は

不
要
）

　
② 

現
住
所
が
わ
か
る
も
の
（
住
民

票
・
免
許
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
公

的
機
関
が
発
行
す
る
も
の
）

　
③ 

平
成
29
年
4
月
～
12
月
ま
で

の
奨
学
金
の
返
還
金
額
が
わ

か
る
も
の
（
領
収
書
、
通
帳

の
コ
ピ
ー
な
ど
）

　
※ 
奨
学
金
の
滞
納
が
あ
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
れ
を
確
認
で
き
る
書
類
も

必
要
で
す
。

　
④ 

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
旨
の
証
明
書
（
申
請
時
直

近
の
も
の
）

そ
の
他
注
意
事
項

⑴ 

補
助
金
の
申
請
は
１
月
中
で
す
。

事
前
に
取
得
で
き
る
書
類
な
ど

は
早
め
に
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑵ 

補
助
対
象
の
要
件
な
ど
詳
し
く

は
交
流
促
進
課
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
５
月
か
ら
募
集
し
て
い
る
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
（
無
料
）
に
つ
い
て
、
予
定
戸

数
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、
募
集
期
間
を

９
月
１
日
㈮
ま
で
延
長
し
ま
す
。　

　
こ
の
事
業
は
、
市
が
専
門
業
者
を
派
遣

し
て
行
う
も
の
で
す
。

募
集
戸
数　
９
戸
（
先
着
順
）

申
込
締
切　
９
月
１
日
㈮

　　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
助
成
を
行
う

「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
」
は
引

き
続
き
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額　
最
大
60
万
円（
工
事
費
の
２
分
の
１
）

募
集
戸
数　
１
戸
（
先
着
順
）

申
込
締
切　
10
月
27
日
㈮

住宅

「
耐
震
診
断
」

「
耐
震
改
修
」

木
造
住
宅
の

受
付
中

　■申込条件
　○住宅の所有者などであること
　○税金などの滞納がないこと
　○市内にある木造の住宅
　○昭和56年５月31日以前に着工
　○個人所有の専用住宅または併用住宅
　　で階数は３以下
　○賃貸用でないことなど
　■注意事項
　＜耐震診断＞
　○ 虚偽の申請その他不正行為などが発

覚したときは、診断費用を全額負担
していただく場合があります。

　＜耐震改修＞
　○ 改修工事後の耐震評価が「一応倒壊

しない」（上部構造評点が１. ０以上）
となること。

　○ 診断・設計・監理を建築士が行うこと。
　○ すでに工事に着手しているもの及び

リフォームは対象外です。

問
都
市
整
備
課
☎
（
４
３
）
１
６
４
７

募
集
期
間
を
延
長

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

費
用
の
一
部
を
助
成

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
都
市
整
備
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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～市内公共交通機関～　
お盆ダイヤにご注意ください 問企画振興課☎（４３）１６３０

　市内公共交通機関では、お盆期間中（８月11日～
16日）、臨時ダイヤで運航（運行）する路線があります。
　ご利用の際には、お間違いのないようご注意くだ
さい。なお、詳しいことは、各事業者にお問い合わ
せください。

▶マップ①
切串（西沖）～宇品航路＜フェリー：所要時間約30分＞
上村汽船㈱　☎０８２（２５１）６０２０
お盆ダイヤ期間：８月13日㈰、14日㈪

切串発
6：40 12：15
7：10 13：35
7：40 14：10
8：00 14：50
8：20 15：30
8：45 16：10
9：10 16：50
9：30 17：30
9：55 18：05
10：20 18：40
10：40 19：20
11：05 20：10
11：30 ※20：55
11：50

宇品発
7：10 13：35
7：40 14：10
8：10 14：50
8：35 15：30
8：55 16：10
9：20 16：50
9：45 17：30
10：05 18：05
10：30 18：40
10：55 19：20
11：15 20：00
11：40 20：45
12：05 ※21：30
12：25

▶マップ⑦
三高～宇品航路＜フェリー：所要時間約40分＞
瀬戸内シーライン㈱　☎０８２（２５４）１７０１
お盆ダイヤ期間：８月11日（金・祝）～ 14日㈪

三高発
6：08 13：35
6：48 14：25
7：40 15：20
8：15 16：05
9：15 17：00
10：00 17：45
11：00 18：40
11：45 19：20
12：45 20：15

宇品発
6：55 14：25
7：30 15：15
8：30 16：10
9：10 16：55
10：10 17：50
10：55 18：30
11：50 19：25
12：35 20：05
13：35 21：00

※８月13日㈰は運休

▶マップ⑤
秋月～呉中央航路＜旅客船：所要時間約13分＞
㈲バンカーサプライ　☎０８２（２５１）４３５４
８月13日㈰全便運休
８月14日㈪～ 16日㈬は、最終便（秋月発18:20、
呉中央発19:00）を運休

広島
（宇品）

①

② ③

④

⑤

⑥

⑦
切串

天応
（呉ポートピア）

呉中央

秋月
小用

三高

高田

中町

約12分・フェリー

約40分
フェリー

約30分・フェリー

約22分・高速船

約20分・フェリー
約10分・高速船

高田～宇品約23分・高速船
中町～宇品約30分・高速船

約13分・旅客船

お盆ダイヤで運航する航路

瀬戸内シーライン㈱　☎０８２（２５４）１７０１
▶マップ②
小用～宇品航路＜高速船：所要時間約22分＞
▶マップ④
小用～呉中央航路＜フェリー：所要時間約20分・高速
船：所要時間約10分＞
▶マップ⑥
中町・高田～宇品航路＜高速船：所要時間　中町～宇
品約30分・高田～宇品約23分＞
さくら海運㈱　☎０８２３（３８）８９８８
▶マップ③
切串（吹越）～天応（呉ポートピア）航路＜フェリー：
所要時間約12分＞

通常ダイヤで運航する航路

江田島バス㈱　☎（４５）５３６３
→ ８月14日㈪、15日㈫は、土・日・祝ダイヤで

運行します。

バス（お盆ダイヤで運行）

①江田島北部線・朝夕便：江田島タクシー
　　　　　　　　　　　　　☎（４２）１１５１
②沖美北部線：三高タクシー☎（４７）００２３
③沖美南部線：能美タクシー☎（４５）２５２５
→通常ダイヤで運行します。

おれんじ号（通常ダイヤで運行）
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通信
泊民

　本市でも「民泊」と
いう言葉が大分浸透し
てきました。　
　その民泊の受け入れ
地を全国各地で立ち上
げにご尽力されている
「体験教育企画　藤澤
安良さん」の講演会を
開催します。

問交流促進課
☎（４３）１６３２

vol.43

心とココロの交流

ワ
ク
ワ
ク
民
泊
♪
楽
し
く
修
学
♪
み
な
さ
ん
の
協
力
で
大
飛
躍
♪

　
「
民
泊
に
興
味
の
あ
る
人
、
な
い
人
。

ま
ず
は
私
の
話
を
一
回
聞
き
に
来
て
よ
」

と
藤
澤
さ
ん
。

　
本
市
の
民
泊
事
業
の
立
ち
上
げ
に
も
深

く
関
わ
り
を
も
つ
こ
の
方
は
、地
域
振
興・

体
験
型
観
光
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
会
・

セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
各
地
で
実
施
し
、
年
間

数
十
回
に
渡
り
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
に
元
気
と
心
の
豊
か
さ
を
。
楽

し
い
か
ら
、ま
ず
は
一
回
や
っ
て
み
て
よ
」

と
藤
澤
さ
ん
。

　
本
市
の
修
学
旅
行
の
年
間
受
け
入
れ
人

数
は
、
平
成
24
年
約
１
７
０
人
か
ら
、
本

年
約
４
千
人
へ
と
飛
躍
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
人
気
の
秘
密
は
、
島
と
い
う
こ
と
。
海

と
山
が
両
方
あ
り
、
自
然
豊
か
で
食
べ
物

も
美
味
し
い
。

　
そ
れ
を
民
泊
で
活
用
し
よ
う
。
や
り
方

が
わ
か
ら
な
い
な
ら
教
え
ま
す
。　

　
民
泊
の
カ
リ
ス
マ
が
、
民
泊
受
け
入
れ

に
関
す
る
あ
な
た
の
疑
問
や
不
安
を
解
消

し
ま
す
。

開
催
日
時
と
場
所

　
８
月
23
日
㈬
午
後
６
時
～
８
時

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
能
美
町
鹿
川
）

申
込
方
法

　
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に
交
流
促
進
課

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容

　
体
験
型
観
光
が
求
め
ら
れ
て
い
る
背
景
、

農
山
漁
村
の
教
育
力
、
民
泊
と
は
何
か
、

受
け
入
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

講
師

　
㈱
体
験
教
育
企
画　
代
表
取
締
役

　
藤
澤
安
良
さ
ん

　

み
な
さ
ん
は
、
本
市
の
公
共
交
通
に

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
？

　

船
や
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
の
は
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
「
お
れ
ん
じ
号
」
に
つ
い
て

は
、
知
ら
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
「
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
、
地
域
の
公
共
交
通
」
に
つ

い
て
、
今
号
か
ら
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
好
き
な
よ
う
に

移
動
で
き
る
か
ら
と
、
い
つ
で
も
自
動

車
で
移
動
さ
れ
る
と
い
う
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
を
当
た
り
前
に
利

用
す
る
の
で
は
な
く
、
公
共
交
通
や
徒

歩
な
ど
、
い
ろ
ん
な
手
段
を
「
上
手
に
」

利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
健
康
や
環
境

な
ど
、
い
ろ
ん
な
面
で
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
、
そ
し
て
、
子
ど

も
や
孫
の
世
代
に
、
地
域
の
移
動
手
段

問企画振興課
☎（４３）１６３０

と
し
て
公
共
交
通
を
残
し
て
い
く
た
め

に
、
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
利
用

者
」
で
す
。

　

こ
の
連
載
で
、
公
共
交
通
に
興
味
を

持
た
れ
ま
し
た
ら
、
い
つ
も
は
自
動
車

を
運
転
さ
れ
る
方
も
、
た
ま
に
は
バ
ス

や
船
な
ど
で
移
動
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

※
次
回
は
、
「
お
れ
ん
じ
号
」
に
つ
い

　

て
の
お
話
で
す
。

も
っ
と
知
り
た
い
！

　
こ
う
き
ょ
う
こ
う
つ
う

vol.１

～
地
域
の
公
共
交
通
っ
て
？
～
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お知らせ

ホームページ見てね！

広告

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�

☎
（
４
３
）
１
１
１
１
㈹

　
10
月
１
日
㈰
に
行
わ
れ
る
予
定

の
江
田
島
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日
時　
８
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

場
所　
市
役
所
本
庁
４
階
会
議
室

対
象
者　
立
候
補
予
定
者
及
び
そ

　
の
関
係
者

※
１
候
補
者
に
つ
き
、
２
名
ま
で

内
容　
立
候
補
の
手
続
き
、
選
挙

　
運
動
の
注
意
事
項
な
ど

そ
の
他　
当
日
は
印
鑑
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

江
田
島
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

問
農
林
水
産
課

�

☎
（
４
３
）
１
６
４
２

日�

時　
８
月
５
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
（
雨
天
中
止
）

場�

所　
タ
カ
ノ
ス
交
流
広
場
（
江

田
島
町
切
串
）

　
そ
の
時
季
に
収
穫
し
た
野
菜
な

ど
を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

問
総
務
課

�

☎
（
４
３
）
１
１
１
１
㈹

　
市
民
を
対
象
と
し
た
、
市
の
顧

問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

日�

時　
８
月
21
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場�

所　
市
役
所
本
庁

※ 

相
談
時
間
は
、
お
一
人
30
分
で
、

相
談
人
数
は
８
人
ま
で
で
す
。

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
（
電
話
可
）
。

予�

約
方
法　
申
し
込
み
順
で
、
８

月
１
日
㈫
か
ら
総
務
課
で
受
け

付
け
ま
す
。

え
た
じ
ま
地
産
地
消
市
場

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

問
社
会
福
祉
課

�

☎
（
４
３
）
１
６
３
８

　
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
を

期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
所
得
超
過
で
現
在
、

支
給
額
が
０
円
の
人
も
含
み
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
関
係
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
手
当　
児
童
扶
養
手
当
、
特

　
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害

　
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

提
出
期
間

児
童
扶
養
手
当

　
８
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈭

そ
の
他
の
手
当

　
８
月
10
日
㈭
～
９
月
11
日
㈪

提
出
場
所　
社
会
福
祉
課
ま
た
は

　
各
支
所

問
農
業
委
員
会
事
務
局

�

☎
（
４
３
）
１
６
４
５

　
農
地
法
第
３
条
第
２
項
第
５
号

の
下
限
面
積
（
別
段
の
面
積
）
に

つ
い
て
、
６
月
26
日
㈪
に
開
催
の

農
業
委
員
会
総
会
で
検
討
し
た
結

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
現
況
届

を
提
出
し
ま
し
ょ
う

農
地
の
下
限
面
積
（
別
段
の

面
積
）
変
更
の
お
知
ら
せ

設定区域 江田島市全域

下限面積 10アール

施行日 平成29年８月１日

果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
農
地
の
貸
借
、
売
買
、
譲
渡
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
耕
作
者
の
経

営
面
積
が
、
下
限
面
積
（
別
段
の

面
積
）
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

問
星
空
映
画
会
実
行
委
員
会
（
府
川
）

☎
０
７
０
（
１
８
７
０
）
０
３
５
５

　
今
年
の
映
画
は
「
ア
ン
グ
リ
ー

バ
ー
ド
」。
海
風
に
あ
た
り
な
が

ら
観
る
映
画
は
最
高
で
す
！

日
時　
８
月
26
日
㈯
日
没
後

場 

所　
江
田
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
体
育
館
）

参 

加
費　
有
料
（
詳
し
く
は
実
行

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

星
空
映
画
会
参
加
者
募
集
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問
広
島
法
務
局
呉
支
局

�
☎
（
２
１
）
９
２
８
９

　
本
年
５
月
29
日
か
ら
「
法
定
相

続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
被
相
続
人
に
関

す
る
戸
除
籍
謄
本
及
び
相
続
関
係

を
表
し
た
図
（
一
覧
図
）
な
ど
必

要
書
類
を
添
付
し
て
法
務
局
に
提

出
す
る
と
、
無
料
で
法
務
局
が
証

明
し
た
一
覧
図
の
写
し
の
交
付
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
後
の
法
務
局
や
金
融
機
関
な

ど
で
の
相
続
手
続
き
で
は
、
一
覧

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
呉

�

☎
（
２
５
）
８
６
０
９

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
！
お
仕
事

探
し
を
応
援
し
ま
す
。
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
働

き
た
い
方
・
転
職
を
考
え
て
い
る

方
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
臨
時
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。（
予
約
不

要
で
す
）

日�

時　
８
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
会
議
室

「
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の

ご
案
内

図
の
写
し
を
複
数
の
戸
除
籍
謄
本

の
代
わ
り
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
島
法
務
局
呉
支

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
島
小
型
船
舶
教
習
所

�

☎
（
２
２
）
９
８
６
６

日
時　
８
月
19
日
㈯
午
後
６
時
～

場 
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
能
美
町
鹿
川
）

申 

し
込
み　
電
話
で
同
事
務
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

小
型
船
舶
免
許
更
新
・ 

失
効

講
習
を
開
催

主催　日本将棋連盟江能支部
日時　８月13日㈰午前９時～正午
会場　大柿公民館（大柿町大原）
参加費　無料
対象　江田島市内在住または近郊の小中学生
　　　（小・中学生の部、初心者の部）
申し込み先　丸本宏也（子供将棋教室講師）
　　　　　　☎０８０（４２６２）６６５３

第四十二回江田島子供将棋大会

「海生交流協定」で交流促進
広島市内でのイベントを紹介

納涼ナイト☆サファリ

問湯来交流体験センター
☎０８２９（４０）６０１６（月曜休館日）
場�所　湯来交流体験センター（広島市佐伯区湯来町大字    

多田　湯来ロッジ隣）
日時　平成29年８月13日㈰　午前10時～午後４時
料金　川魚つかみ取り　６００円/人（定員：30人）
　　　そうめん流し　　３００円/人（定員：各50人×４回）
　　　縁日　　　　　　２００円/人　　
内�容　川魚つかみ取りやそうめん流し、縁日をはじめ、

和太鼓などのステージを開催します。会場では湯来の
特産品販売や飲食なども。湯来の自然の中で、お祭り
気分を味わってみませんか？

湯来特産フェスティバル　「夏物語」

問広島市安佐動物公園
☎０８２（８３８）１１１１㈹（木曜休園日）
場 所　広島市安佐動物公園（広島市安佐北区安佐町動物

園）
日 時　平成29年８月12日㈯～９月３日㈰までの毎週土・

日曜日（午後９時まで開園）
内 容　探検気分で夜の動物公園を散策。８月12日、19日、

26日、９月２日は園内ピクニック広場で神楽ステージ
を開催します(午後６時～７時30分)。８月13日は園内
野外ステージで夕暮れコンサート、20日、27日、９月
３日はどうぶつ絵本の夜なども行いますので、ぜひお
越しください。
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Information お知らせ

　広報紙に掲載している写真の写
真データをお貸しします。写真デ
ータは各自で現像してもらうよう
にしています。詳しくは総務課秘
書広報室☎（４３）１２６８へお
問い合わせください。

広報えたじま掲載写真の
データをお貸ししています

　
恒
例
に
な
っ
た
「
あ
そ
び
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
～
夏
～
で
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
あ
そ
ん
で
暑
い
夏
を
吹

き
飛
ば
そ
う
！

　
お
友
達
を
誘
っ
て
あ
そ
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

日�

時　
８
月
22
日
㈫
午
前
９
時
45

分
～
受
付
（
正
午
終
了
予
定
）

場�

所　
江
田
島
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内�

容　
お
楽
し
み
♪
濡
れ
て
も
良

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
３
０
０
円

持�

ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

締
め
切
り　
８
月
20
日
㈰

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
田
島
e
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

　

 

☎
（
４
５
）
５
４
６
１
（
水
曜
日

休
み
）

「
あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ
～
夏
～
」

参
加
者
募
集

　
大
柿
町
出
身
の
絵
本
作
家
、
山

下
明
生
先
生
の
絵
本
「
島
ひ
き
お

に
」
を
舞
台
に
カ
ヌ
ー
で
引
島
を

一
周
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　
８
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～

場
所　
柿
浦
漁
港

内
容　

・
受
付　
午
前
８
時
30
分
～

・
開
会
式　
午
前
９
時
～

・
カ
ヌ
ー
・
サ
ッ
プ
体
験　
午
前

　
10
時
～
12
時

・
引
島
一
周
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ

　
午
後
１
時
30
分
～

・
閉
会
式　
午
後
３
時
30
分
～

参
加
費
な
ど　
詳
細
は
事
務
局
へ

締
め
切
り　
８
月
13
日
㈰

お�

問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
田
島
e
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

　

 

☎
（
４
５
）
５
４
６
１
（
水
曜
日

休
み
）

　
切
串
体
育
館
で
開
催
し
て
い
る
ミ

ニ
テ
ニ
ス
教
室
で
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓

迎
！
体
を
動
か
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
お
が
き「
島
ひ
き
お
に
」引
島

一周
カ
ヌ
ー
・
サ
ッ
プ
ツ
ー
リ
ン
グ

江
田
島
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

あ
そ
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

日�

時　
８
月
１
日
㈫
①
午
前
９
時

30
分
～
正
午
②
午
後
１
時
30
分

～
４
時
、
８
月
８
日
㈫
・
９
日

㈬
・
10
日
㈭
・
15
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
正
午

場�

所　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
西
日
本

製
鉄
所
（
福
山
地
区
）
福
山
会

館（
福
山
市
大
門
町
津
之
下
）

内�

容　
鉄
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
工

場
見
学
な
ど

対�

象　
小
学
生
以
上
（
小
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
各
90
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
同
製
鉄
所
見
学
受
付

　
☎
０
８
４
（
９
４
５
）
４
４
５
１

夏
休
み
工
場
見
学
会

　
江
田
島
e
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

江
田
島
市
内
各
地
域
で
多
種
目
の
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
度
、
見
学
・
体
験
に
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
田
島
e
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

　

 

☎
（
４
５
）
５
４
６
１
（
水
曜
日

休
み
）

　
国
の
行
政
機
関
、
独
立
行
政
法

人
な
ど
の
情
報
公
開
や
個
人
情
報

保
護
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
、

な
ん
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
・
・
・

▼ 

情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保

護
制
度
の
仕
組
み
を
知
り
た
い
。

▼ 
個
人
情
報
の
開
示
請
求
手
続
き

を
知
り
た
い
。

▼ 

開
示
請
求
を
受
け
付
け
る
窓
口

は
ど
こ
で
す
か
？

場�

所　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

―
３
０

　

 

総
務
省
中
国
四
国
管
区
行
政
評

価
局
内

受�

付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
～
金
曜
日
）

電
話　
０
８
２
（
５
０
２
）
０
２
７
１

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

総
合
案
内
所

　「広報えたじま」に掲載する広告を募集して
います。申込方法など詳しくは、総務課秘書広
報室☎（４３）１６２８へお問い合わせください。
広告の大きさなど　１枠縦46㎜×横170㎜・黒１色
広告の掲載位置　原則「お知らせ」ページの下部
　（掲載位置は指定できません）

広告を募集中！
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シリーズ連載　その15つむぐ通信

　facebookで情報を発信しています。「江田島市地域おこし協力隊」で検索!!

　「つむぐ通信」では、４人の地域おこし協力隊員が、月替
わりで活動内容やイベントなどのお知らせ、地域おこし
に関する企画や提案を紹介していきます。

【江田島市地域おこし協力隊（写真左から）】
オリーブ栽培技術指導員　峰尾 亮平
ブランド請負人　永田 秀平
移住促進支援員　後藤 　峻
オリーブ普及員　西村 京子

今月は 永田 秀平さん

　
「
今
回
の
つ
む
ぐ
通
信
は
永
田
さ
ん
で

す
。
今
週
中
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
こ

と
で
、
今
回
は
永
田
が
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
期
生
と
し
て
、

今
年
の
４
月
に
移
住
し
て
３
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。

　
「
ブ
ラ
ン
ド
請
負
人
」
と
し
て
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
模
索
す
る
な
か
、
少
し
ず
つ
で

す
が
、
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
り
、
本
市

の
事
業
者
の
方
々
に
会
っ
て
、
話
を
き
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
方
の
思
い
を

吸
収
さ
せ
て
も
ら
う
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
請
負
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
？

　
市
か
ら
「
ブ
ラ
ン
ド
請
負
人
」
と
し
て

任
命
さ
れ
た
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
商
品

開
発
」
「
販
路
開
拓
」
「
Ｐ
Ｒ
」
で
し
た
。

　
基
本
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
根
本
に
あ
る
の

は
「
市
内
の
事
業
者
さ
ん
た
ち
が
、
い
か

に
長
期
的
に
お
金
を
稼
ぐ
基
盤
を
構
築
で

き
る
か
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
方

向
性
が
特
産
品
で
あ
っ
た
り
６
次
化
産
業

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
方
が
商

材
に
す
る
商
品
や
資
源
、
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
り
、
ど
の
消
費
者
層
へ
届
け
て
い
く
か

と
い
っ
た
過
程
の
中
で
、
適
宜
必
要
と
な

る
戦
略
的
手
段
が
「
商
品
開
発
」
「
販
路

開
拓
」
「
Ｐ
Ｒ
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

本
市
の
資
源
に
つ
い
て

　
移
住
し
て
ま
だ
３
カ
月
で
す
が
、
率
直

に
感
じ
た
の
が
、
豊
富
な
資
源
で
し
た
。

「
恵
み
多
き
島
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、

カ
キ
や
い
り
こ
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

海
産
物
、
み
か
ん
な
ど
の
柑
橘
や
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
の
農
産
物
や
工
芸
品
、
最
近
で
は

サ
ツ
マ
イ
モ
や
オ
リ
ー
ブ
な
ど
が
話
題
に

な
る
機
会
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
豊
富
な
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
か

し
て
い
く
か
、
長
期
的
な
事
業
と
し
て
成

立
さ
せ
る
も
の
ま
で
昇
華
で
き
る
の
か
が
、

今
後
の
課
題
だ
と
い
う
こ
と
も
少
し
ず
つ

見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
経
験
し
た
い
こ
と

　
ま
ず
は
１
年
の
流
れ
、
四
季
を
通
し
て
、

生
活
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
行
事
、
事
業
者

の
仕
事
の
流
れ
、
こ
の
島
の
動
き
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
色
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ま

だ
お
会
い
で
き
て
い
な
い
事
業
者
の
方
に

会
っ
て
現
場
を
体
験
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
写
真
の
提
供
も
お
願
い
し
ま
す
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
お
話
に
絡
む

も
の
が
な
か
っ
た
の
で
、
先
日
マ
リ
ー
ナ

ホ
ッ
プ
で
行
わ
れ
た
観
光
物
産
展
で
の
写

真
を
掲
載
し
ま
す
。

　
本
市
の
非
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
え
た

ぼ
う
」
と
呉
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
呉
氏
」
初
共
演
の
１
枚
で
す
。▲呉氏（左）とえたぼう▲観光物産展の様子
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【肝炎ウイルス検査を受けたほうが良い人】
・これまでＢ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けたことがない
・ご家族にＢ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルスに感染している方がいる、または肝臓がんの方がいる
・ 健康診断の血液検査で肝機能検査（GOT・GPT）の値の異常を指摘されたが、その後病院などの医療

機関を受診していない
・母子感染予防が行われていなかった１９８５年（昭和60年）以前に生まれている
・輸血や大きな手術を受けた
・入れ墨（タトゥー）を入れた、医療機関以外でピアスの穴をあけたことがある

江田島市は肝がんの死亡率が、全国平均より1.86倍高い！
～一度は受けよう肝炎ウイルス検査～

　肝臓に発生するがんは「肝細胞がん」と「肝内胆
管がん」に分けることができますが、その90％以
上は肝細胞がんです。
　平成20年～ 24年市町村別死因別標準化死亡比※
で、本市の男性は、全国と比較して肝がんの死亡率
が1.86倍高いことが分かりました。
　肝がんの最大の原因は、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス
の感染です。肝炎ウイルスの感染で必ず肝臓がんを
発症するわけではありませんが、肝がんの死亡の約
70％がＣ型肝炎ウイルス、約15％がＢ型肝炎ウイ
ルスの持続感染によるものです。

問保健医療課☎（４３）１６３９

　以上の項目にあてはまる場合は、肝炎ウイルス検査の受診をお勧めします。
　あてはまっていても、その後、肝炎ウイルス検査を受けた人は、受ける必要はありません。また、既に「陽
性」と診断を受けている人も、何度も受ける必要はありませんので、主治医の指示に従い、自覚症状がなく
ても、定期的に血液検査や超音波検査等を受けるようにしましょう。
　肝炎ウイルス検査は、平成30年１月末まで、市内医療機関にて無料で受ける事ができます。
　ご不明な点は、保健医療課にお問合せください。
※ 標準化死亡比：全国を基準とした場合、その地域での年齢を調整した上での死亡率（死亡しやすさ）がどの程度高い（ま

たは低い）かが分かる

西部保健所呉支所はつらつ家族表彰がありました
問広島県西部保健所呉支所☎（２２）５４００

　６月15日㈭、大柿保健センターで平成29年度はつらつ家族表彰の審査会が行われました。
　これは、平成28年度の３歳６カ月児健診でむし歯のない子とその保護者を対象として表彰するものです。
　最優秀賞の受賞者は、広島県はつらつ家族表彰に推薦されます。
　これからも歯を大切に、きちんと歯磨きをしましょう。
　結果は次のとおりです。

受賞者　※敬称略　かっこ内は同時に表彰された保
　護者の名前
最優秀賞　上

か み く ぼ
久保　凪

なぎ
（加奈）

優秀賞　石
いしざか

坂　禪
ぜん

（さとみ）　宇
う ね

根　心
こ こ ろ

桜（唯） 
　　　　窪

く ぼ た
田　龍

りゅういち
一（辰徳）　小

こばやし
林　佑

ゆ あ
蒼（仁美）

　　　　玉
た ま い

井　海
か い と

翔（朋子）　古
ふるさわ

澤　悠
ゆうせい

成（佳奈）
　　　　前

ま え だ
田　夢

ゆ い
彩（樹里）

 
 

女 性
海田町

大崎上島町
呉市

神石高原町
広島市
尾道市
坂町

東広島市
福山市
三原市

北広島町
府中市

江田島市
廿日市市
大竹市
庄原市

安芸太田町
三次市
府中町
熊野町
世羅町

安芸高田市
竹原市

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0
 

 

男 性
江田島市
尾道市

北広島町
大崎上島町

府中市
呉市

福山市
三次市
海田町
三原市
庄原市
大竹市
広島市
坂町

神石高原町
安芸太田町
廿日市市
東広島市
府中町
竹原市
熊野町

安芸高田市
世羅町

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0

H20〜24年 悪性新生物（肝・胆管）標準化死亡比
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健 康 ひろ ば

　問保健医療課☎（４３）１６３９
　本市の国保加入者１人当たり医療費（医療費総額
÷被保険者数）は、全国平均・県平均を上回ってい
ます。

※こまめに水分補給をし、熱中症に注意しま
　しょう！

平成29年１月診療分の 国保１人当たりの医療費

国保１人当たりの医療費の状況

にこにこ給食センターおすすめメニュー

113

〈鶏肉のかりん揚げ〉

■材料（４人分）

鶏もも肉………… 200g

酒………………… 10ml

片栗粉…………… 適量

揚げ油…………… 適量

今回のポイント
　鶏肉をかりっと揚げて、甘いタレにからめます。
　保育園での人気メニューです。

熱量
150㎉
（１人分）

■作り方
①鶏もも肉はひと口大に切り、酒につけておく。
②☆の調味料を合わせて炊いておく。
③鶏もも肉に片栗粉をつけて揚げる。
④揚げた鶏もも肉を②に入れて味をからめる。

☆水……………… 65ml
☆三温糖……… 100ml
☆みりん……… 120ml
☆濃口しょうゆ… 100ml
☆おろししょうが… 8g
☆白ごま………… 15g

問広島県西部保健所呉支所厚生保健課
☎（２２）５４００

日時　８月４日㈮午後１時 30 分～３時
場所　大柿公民館１階第１会議室

問保健医療課☎（４３）１６３９
　本人、家族が体験を語り合い、断酒を支援する
場です。
日時　８月 21 日㈪午後１時 30 分～３時
場所　江田島保健センター

心の健康相談（前日までに要予約）

アルコール健康相談会（申し込み不要）

江田島市食育キャラクター
「もりもりぼうや」

毎月19日は食育の日
家族そろっていただきます！！

0 10,000 20,000 30,000 40,000

江田島市

広島県平均

全国平均

36,041 円

32,632 円

28,742 円

（円）
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■第146回ふれあい広場
「真夏の怖～い映画会」
日時　８月26日㈯
　　　午後３時～５時30分
場所　能美図書館２階研修室
対象　どなたでも参加できます
内容　１回目：午後３時～
　　　『子ども向けのホラーアニメ』
　　　２回目：午後４時30分～
　　　『大人向け実写ホラー』
参加費　無料
※ 入場券はありません。ご希望の上映

時間に合わせて会場にお入りくださ
い。

能美図書館

■おはなしむら
日時　８月５日㈯午後２時～
内 容　絵本の読み聞かせと工作（ひ

もでのぼるおもちゃを作ろう）

■かみしばいごや
日時　８月27日㈰
　　　午前10時30分～11時
内 容　かみしばいの上演「むぎわら

ぼうしのむーぼくん」ほか

大柿公民館図書室

８月の各館（室）定例行事案内

開館時間
　午前９時30分～午後７時
※ 大柿公民館図書室は日曜のみ
　午後５時まで

図書館
　だより

■みんなの広場
「プラバン工作」
　～好きな絵を書いて、熱でちぢめ
　て作るキーホルダー！！～
日時　８月５日㈯午前10時30分～
場所　江田島図書館２階会議室
対象　幼児以上（小さいお子さんは
　保護者同伴）
定員　10人
参加費　無料
※当日は先着順での受付になります。

「つくって楽しい おもちゃのダーツ」
～紙テープを使ってダーツの矢を作りましょう～
日時　９月２日㈯午前10時30分～
場 所　江田島図書館２階会議室
対象　小学生
定員　10人
参加費　無料
※当日は先着順での受付になります。

江田島図書館

8月の園庭開放 子 ママの再就職支援相談 子

　子育て中のお母さんを対象に、再就職支援相
談を実施します。
　妊娠・出産・育児のために仕事を辞めたけど、

「これからは仕事をしたい！」と思っている人は、
ぜひお申し込みください。（予約が必要です。）
日時　８月18日㈮午前10時～正午
場所　子育て支援センター（江田島町江南）
内容　①求人情報の提供
　　　②働くことに必要な情報の提供
　　　③早期就職に向けた計画的なサポート
相談員　ハローワークくれ（公共職業安定所）職員

　市内の保育施設では、園庭を開放しています。近く
に遊び場や同年齢の遊び相手がいない、子育てに悩み
を抱えている方など、お気軽にご利用ください。
※ 行事などで利用できない場合があります。ご利用の

際は、直接、各園にご確認ください。
日 程　毎週㈪～㈮　午前10時～ 11時（土・日祝日なし)
内容　戸外あそび（雨天の場合は中止）

ご利用ください
　『にこ♡にこハウス』

　にこ♡にこハウス（子育て支援センター）では、
子どもや保護者同士の交流の場となるオープンス
ペースを開放しています。
　また、未就園児
とその保護者を
対象に子育て支
援教室の開催や、
子育て相談を受
けています。
　お気軽にご利
用ください。

８月のミニ図書館
期日 時間・場所

２ 日㈬・
16 日㈬

午前10時～ 11時
　津久茂児童館
午前11時15分～正午
　切串公民館
午前11時～正午
　三高会館
午後2時15分～ 3時
　市民サービスセンター

８月の休館(室)日
３館（室）共通の休館（室）日

毎週木曜日（定期休館（室））

11日㈷（祝日休館（室））

江田島図書館☎（４２）１４１７

能美図書館☎（４５）００７５

大柿公民館図書室☎（５７）３０７１
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子育 て ひ ろば

日時　９月５日㈫
　　　午前10時～ 11時30分
会場　能美保健センター
内容　離乳食教室
参加費　無料
準備物　母子健康手帳、飲み物
（お茶・ミルクなど）

※希望者には身体計測、健康相
談を行います。

日時　８月25日㈮
　　　午前10時～午後１時
場所　能美保健センター
内容　栄養バランスバッチリ！朝

食作り
対象者　２歳以上の幼児と保護者
申込締切　８月18日㈮
参加費　１人２００円
準備物　エプロン、お茶、タオ

ルなど

「トマト＆オリーブ教室　４回シ
リーズ」

第２回　トマトとオリーブを使っ
たパン作り

日時　８月27日㈰
　　　午前10時～午後1時
集合場所　能美保健センター
講師　地域おこし協力隊
　　　西村 京子さん
対象　子どもと保護者（子どもの

年齢制限なし）
申込締切　８月21日㈪

　健医療課からのお知らせ
☎（４３）１６３９

すくすくベビーくらぶ

参加費　１人１００円
準備物　エプロン、三角巾、お

茶、タオルなど
定員　15組
※３回目はオリーブ収穫体験で

す。お楽しみに！！

日時　８月１日㈫・９月１日㈮
　　　午前10時～身体測定
　　　午前11時～誕生会
内容　どんなに大きくなった

かな？身体計測後、誕生会を
します。誕生月のお子さんに
は、インタビューと写真入り
カードのプレゼントがありま
す！！

準備物　母子健康手帳、フェ
イスタオル、オムツ

にこ♡にこひろば①
日時　８月10日㈭
　　　午前10時30分～ 11時
内容　「シェービング」
　 　ふわふわと柔らかいシェー

ビングクリームを使って、感
触を楽しみましょう。指で描
いたり、塗ったりして、どん
な遊びができるかな？

準備物　フェイスタオル、お茶

にこ♡にこひろば②
日時　８月16日㈬
　　　午前10時30分～ 11時30分
内容　「夏祭り」
　　毎年恒例の夏祭りをします。

お面やさんやヨーヨー釣りなど
いろいろなお店がありますよ。お
じいちゃん、おばあちゃん、パパ、
ママ、みんなで楽しみましょう。

にこ♡にこひろば③
日時　８月22日㈫
　　　午前10時30分～ 11時
内容　「ペタペタ遊び」
　 　いろんな色のスタンプでペタ

ペタして遊んでみませんか？指
で･･･。手で･･･。どんなものに
変身！！するのかな？

準備物　フェイスタオル、お茶、
ウェットティッシュ

にこ♡にこひろば

食育チャレンジ隊

　育て支援センターからの
　お知らせ
子

☎（４２）２8５２

にこ♡にこ身体計測
とお誕生会

保

食育体験事業

保乳幼児健診・相談
種別 実施日 場所 対象児
乳児 ８月３日㈭

大 柿 保 健
センター

平成29年２月･３月･４月生
まれ８月22日㈫

１歳６カ月児 ８月１日㈫ 平成27年11月･12月･平成28
年１月生まれ８月24日㈭

３歳６カ月児 ８月２日㈬ 平成25年11月･12月･平成26
年１月生まれ８月23日㈬

５歳児 ８月４日㈮ 平成24年４月･５月･６月生
まれ８月25日㈮

受付時間　午後１時～２時
※対象児には個別に通知します。１
　週間前までに通知が届かない場合
　は、保健医療課へご連絡ください。
※会場は全て大柿保健センターとな
　ります。お間違いのないよう、気
　をつけてください。

　

▲トマトチーズパン
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

島
か
ら
世
界
へ
　From

 the island to the w
orld

…

※江田島市教育委員会のホームページアドレス
　http://www.edc.etajima.hiroshima.jp/
※江田島市教育委員会のホームページアドレス
　http://www.edc.etajima.hiroshima.jp/

　
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施

　
～
期
間
は
８
月
21
日
㈪
か
ら
25
日
㈮
ま
で
～

　
市
内
の
中
学
２
年
生
（
１
３
６

人
）
を
対
象
に
、
職
場
体
験
学
習

を
実
施
し
ま
す
。

　
生
徒
に
と
っ
て
、「
学
ぶ
こ
と
」

「
働
く
こ
と
」「
生
き
る
こ
と
」
な

ど
に
つ
い
て
考
え
る
大
き
な
学
習

の
機
会
と
な
り
、
今
年
で
12
年
目

に
な
り
ま
す
。

　
事
業
所
を
は
じ
め
、
地
域
・
保

護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

最
優
秀
賞

大
柿
中
学
校
２
年

　
　
　
　
山
下
瑠
唯
さ
ん
の
作
品

味
わ
お
う
！
　

　
仕
事
の
厳
し
さ

　
　
　
　
　
喜
び
を

　
平
成
29
年
度
学
力
向
上
推
進
地
域　
家
庭
教
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

　
～
大
柿
中
学
校
区
（
大
柿
中
学
校
・
大
古
小
学
校
・
柿
浦
小
学
校
）
～

　

今
年
度
、
大
柿
中
学
校
区
は
、

広
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
平
成

29
年
度
学
力
向
上
推
進
地
域
」
の

指
定
を
受
け
、
小
・
中
学
校
が
連

携
し
て
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
学
習
内
容
を

習
得
さ
せ
る
工
夫
と
、学
習
習
慣・

家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
取
り
組

み
を
し
て
お
り
、
家
庭
教
育
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
校
区
の
３
校
の

小
・
中
学
校
を
巡
回
し
、
児
童
・

生
徒
の
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め

に
、
保
護
者
へ
の
働
き
か
け
や
具

体
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
作
品
募
集

問
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
☎
（
４
０
）
３
０
３
７

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
に
住

む
小・中
学
生
か
ら
広
く
「
人
権
」

に
関
す
る
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
入
賞
し
た
作
品

は
、
12
月
に
開
催
す
る
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ
江
田
島
で
表
彰
し
ま

す
。

応 

募
資
格　
市
内
に
住
む
小
・
中

学
生

応
募
期
限　
９
月
15
日
㈮

対 

象
作
品　
平
成
29
年
４
月
１
日

以
降
の
作
品
で
未
発
表
の
も
の

▼ 

作
文
部
門　
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
（
Ｂ
４
）
を
使
用
し
、

小
学
生
は
３
枚
以
内
、
中
学
生

は
５
枚
以
内
と
し
ま
す
。

▼ 

ポ
ス
タ
ー
部
門　
小
学
生
は
４

つ
切
り
ま
た
は
８
つ
切
り
画
用

紙
（
色
画
用
紙
も
使
用
可
能
）、

中
学
生
は
４
つ
切
り
画
用
紙
と

し
ま
す
。

そ 

の
他　
入
賞
者
は
各
学
校
に
通

知
し
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
人
権
啓
発
資
料
と
し
て

市
民
啓
発
に
活
用
し
ま
す
。
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館民公 の催し案内
学びの館　市民ギャラリー　　　月８※記載がない場合、開催場所は各館

※電話で各公民館に申し込んでください

■学びの館☎（４２）１１４５
▶催しその１
久枝家に伝わる句絵巻“紅葉狩”を
詠み解こう
内 容　企画展「久枝家に伝わる句絵

巻　紅葉狩　縁起展」（９月１日
～）に合わせて解説講座を行いま
す。明治時代の南画の重鎮,田中
柏陰が描いたとされる句絵巻を詠
み解き、久枝家との交流の足跡を
辿ってみませんか。

日時　９月２日㈯午前10時から11時
講 師　宇根川進さん（江田島市文化

財保護委員会委員長）
参加費　無料
定員　15人
申込期限　９月１日㈮

▶催しその２
うつわを作る冒険－「わたしのうつ
わ」を作ろう－
内 容　江田島産の牡蠣の殻を使った

陶芸作品「江田島焼」を作ります。
自然の素材の温かみに触れながら、
自分だけのオリジナル作品を作っ
てみませんか。

日時　８月19日㈯午前10時から正午
講師　沖山努さん
対 象　どなたでも参加できます。　
（小学３年生以下は保護者同伴）

材料費　１, ０００円
定員　10人
持参物　タオル（手拭き用）
申込期限　８月14日㈪
※ 作品は一度沖山さんが持ち帰り焼

きあげた物を、後日学びの館にて
受け渡しします。

▶催しその３
発泡スチロールを使った「可愛い壁
掛け」
内 容　発泡スチロールと古布の端切

れで、壁掛けを作ります。古布の
組み合わせの美しさが際立つ、素
敵なインテリアになりますよ。

日時　９月９日㈯午前10時から正午
講師　久保田明美さん
対象　小学５・６年生から大人
参加費　５００円
定員　10人
持参物　おしぼり
申込期限　９月１日㈮

■江田島公民館☎（４２）００１５
▶催しその１
夏休み親子料理講座
内 容　親子で『クレープ』作りに挑

戦しよう。
日時　８月23日㈬午前10時～正午
講師　久保文子さん
対 象　小学生を対象とし、原則親子

での参加です。
準備物　エプロン
参加費　５００円（親子での参加費）

定員　６組（12人）
申込期限　８月16日㈬

▶催しその２
二胡とピアノ生演奏会
内 容　楽器の生演奏で、懐かしの名

曲を一緒に楽しみませんか！
日時　８月30日㈬
　　　午前10時30分～ 11時30分
講 師　ぷんだ　るりーか
　（海谷真貴子さん、三上明美さん）
対象　どなたでも参加できます。
参加費　無料

■鷲部公民館　☎（４２）０５５４
ガマスリッパのリボン作り講座
内 容　夏用のガマスリッパのリボン

作りに挑戦してみませんか。
日時　８月10日㈭午前10時～正午
講師　光村優子さん 
準備物　持ち帰り用の袋
参加費　８００円
定員　８人
申込期限　８月８日㈫

■沖美公民館　☎（４７）１０００
▶催しその１
Ｊｒカヌー教室
内 容　海ならではのアウトドア体験！ 
　海から見よう「ふるさとの海」
日 時　８月20日㈰、９月10日㈰午前

９時～（１回のみの参加も可能です）
場所　長瀬海岸集合（艇庫前）
講師　江田島カヌークラブ 
対 象　小・中学生。小学校低学年の

場合は保護者同伴。２人乗りを希
望する場合は申し込み時にお知ら
せください。 

準 備物　長袖シャツ、帽子、濡れて
もよい靴（つま先が隠れるもの）、
タオル、着替え、飲み物 

参加費　１人１回１, ５００円 
定員　各回20人
申込期限　各開催日の一週間前まで

▶催しその２
一般カヌー体験教室
内 容　「カヌー教室」の成人版です。

興味はあるけどやったことがない
という方、お待ちしています。

日時　８月11日㈷午前９時～正午 
場所　長瀬海岸集合（艇庫前）
講師　江田島カヌークラブ 
準 備物　長袖シャツ、帽子、濡れて

もよい靴（つま先が隠れるもの）、
タオル、着替え、飲み物

参加費　１人１回３, ０００円
対 象　成人（男女問わず）。２人乗

りを希望する場合は申し込み時に
お知らせください。

定員　20人
申込期限　８月４日㈮
■大柿公民館　☎（５７）３００９
▶催しその１
戦争体験を語ろう！！
内 容　戦争時の様子や原子爆弾投下時

の状況など、当時、比治山中学の生徒
だった語り部が被爆体験と平和への
願いを語ります。後世に伝えるべき命
の尊厳を一緒に考えてみましょう。

日時　８月２日㈬午前10時～
▶催しその２
音楽広場
内 容　ウクレレの音色で夏を感じな

がら、涼やかに過ごしましょう。
日時　８月４日㈮午前10時～
講師　高杉庄次さん、高岡和彦さんほか
▶催しその３
江田島！海軍カレー研究会④
内 容　金曜日はカレーの日。海軍カ

レーレシピでカレーを作ります。
　 今回は、護衛艦「うみぎり」の季

節カレーを作りましょう。
日時　８月18日㈮午前９時～
申込期限　８月10日㈭
▶催しその４
ふる里、江田島探検隊④
内 容　『江田島ってどんなとこ？』　

寺脇さんのブログや「江田島市の
文化財」などの資料から、江田島
町の風景や文化財を探索します。

日時　８月23日㈬午前10時～
申込期限　８月10日㈭

地元モデラーの模型展
　江田島町切串在住の奥本剛さんが作った、
ペーパークラフト・プラモデル模型の展示で
す。戦艦模型やジブリ映画に登場する建物な
ど、さまざまな作品約100点をご覧いただけ
ます。ぜひ立体の世界をご堪能ください。

期間　８月２日㈬～８月27日㈰
※ 開館時間は午前９時30分～午後４時30分

(火・祝除く)
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年金
だより

火災・救急・救助は１１９番

消防つうしん
●消防本部・消防署
　☎（４０）０１１９㈹
●能美出張所
　☎（４５）４７３９

火災などのお問い合わせは☎（４２）３１１９へ ※かっこ内は平成29年１月
からの累計

平成29年６月１日～３0日
火災・救急件数

火　災 1件(10件)
救　急 117件(762件)

年金
だより問�市民生活課�☎（４３）１６３４・広島南年金事務所�☎０８２（２５３）７７１０

年金請求書の手続き漏れがありませんか？

危
険
物
施
設
火
災
訓
練

で
連
携
！

消
防
・
救
急
出
前
講
座

24
時
間
受
付
中
！

　

6
月
28
日
㈬
、
能
美
町
の
鹿
川

タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
に
お
い
て
、

防
災
関
係
機
関
10
機
関
に
よ
り
、
危

険
物
施
設
火
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
安
芸
灘
断
層
群
を

震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
で
火
災
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
車
両
23
台
、
船
舶
３

隻
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
も
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
消
防
力

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

参
加
機
関

　
鹿
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
、
伊
藤
忠
エ

ネ
ク
ス
㈱
江
田
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
在

日
米
陸
軍
第
10
地
域
支
援
群
弾
薬
廠
、

海
上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
、
海
上

自
衛
隊
呉
弾
薬
整
備
補
給
所
、
広
島

海
上
保
安
部
、
江
田
島
警
察
署
、
呉

市
消
防
局
、
江
田
島
市
消
防
団
、
江

田
島
市
消
防
本
部
（
署
）

▶
一
斉
放
水

　
消
防
署
で
は
、
消
防
職
員
が
地
域

に
出
向
き
、
防
火
の
話
や
救
急
応
急

手
当
て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
「
消
防
・
救
急
出

前
講
座
」
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
内
容
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
層
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
ま
た
家
族
ぐ
る
み
で
参

加
で
き
る
よ
う
、
実
施
す
る
時
間
帯

や
曜
日
、
内
容
な
ど
、
い
つ
で
も
相

談
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
江
田
島
消
防
署

　
　
　
　
　
☎
（
４
０
）
０
３
５
６

　
能
美
出
張
所

　
　
　
　
　
☎
（
４
５
）
４
７
３
９▲消火器の取り扱い説明

▼応急救急手当て

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に

必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が
、

「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
こ
れ
ま
で

対
象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封
筒
（
Ａ

4
サ
イ
ズ
）
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
開
始
は
、
平
成
29
年
8
月

1
日
（
最
も
早
い
年
金
の
支
払
い
は

平
成
29
年
10
月
）
で
す
。

　
ま
だ
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
す
ぐ
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

手
続
き
場
所

　
加
入
期
間
全
て
が
国
民
年
金
第

1
号
被
保
険
者
の
方
は
、
市
民
生

活
課
・
各
支
所
・
沖
美
市
民
セ
ン

タ
ー
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
年
金
事
務
所
。

※ 

年
金
事
務
所
で
手
続
き
の
場
合

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

��の���
が届いた⽅方は�
年年⾦金金�
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今す
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�
�
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月曜日（月曜日が休日の場合は、休日明けの初日）／8：30～19：00	
火～金曜日／8：30～17：15　第2土曜日／9：30～16：00	
◎土曜・日曜・祝日（第2土曜を除く）はご利用いただけません。	

短縮	
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（いい老後）	
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◎土曜・日曜・祝日（第2土曜を除く）はご利用いただけません。
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広報えたじま　平成29年8月27

男性 女性 計 世帯数
江田島 4,370 4,364 8,734 4,773
能　美 2,514 2,734 5,248 2,612
沖　美 1,643 1,627 3,270 1,791
大　柿 3,386 3,658 7,044 3,577
全　体
(前月比)

11,913
（△43）

12,383
（△12）

24,296
（△55）

12,753
（△35）

平成29年６月30日現在

人口と世帯数（外国人市民を含む）

ご冥福をお祈りします

おくやみ （地区別50音順・敬称略）

江田島町
齋藤　幸子（中央・89歳）	 下野　　伍（切串・83歳）
下村イツコ（宮ノ原・94歳）	 鈴木アヤコ（鷲部・91歳）
花本　ナミ（切串・87歳）	 松井　勇雄（秋月・81歳）
松谷　幸則（秋月・69歳）	 森木　　巴（切串・70歳）
山根　啓志（大須・66歳）	 吉永　憲哉（小用・82歳）
能美町
石橋　唯夫（中町・85歳）	 川原　利海（鹿川・80歳）
藏下　久枝（中町・86歳）	 櫻井　和三（鹿川・80歳）
新　アサ子（鹿川・73歳）	 曽　　正光（中町・77歳）
髙田　美雪（鹿川・73歳）	 中川　　馨（高田・80歳）
沖美町
奥村シヲル（岡大王・100歳）	 川崎　　馬（美能・69歳）
黒神ハツエ（岡大王・87歳）	 丸橋ヤイ子（岡大王・90歳）
山津　鈴子（畑・85歳）
大柿町
尾岩　正信（大君・90歳）	 大下　壽一（小古江・91歳）
久保　　貢（大君・83歳）	 飛田　大法（柿浦・86歳）	
二井　正良（飛渡瀬・72歳）	 西本アヤコ（大原・91歳）	
福井美江子（柿浦・77歳）	 山下　昭一（大原・85歳）	
山本　政夫（飛渡瀬・77歳）

「おくやみ」は、亡くなられた方を掲載しています。このコーナーへの
掲載を希望されない場合は、秘書広報室へご連絡ください。

６月１日～30日届け出分

8 月の相談
■心配ごと相談（午後１時～３時30分）
　　　　　　問市社会福祉協議会　☎（４０）２５０１
１ 日㈫　農村環境改善センター
８ 日㈫　大柿公民館
15日㈫　沖美市民センター
22日㈫　江田島公民館
■法律相談（午前10時～午後３時）
　　　　　　問総務課　☎（４３）１１１１
21日㈪　市役所本庁
※詳しくは、16ページをご覧ください。

問保健医療課　☎（４３）１６３９

※日程は変更することがあります。８月の当番医

６日㈰ 大君浜井医院（大柿町大君）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）5678

11日㈷芸南クリニック（大柿町柿浦）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）3705

13日㈰川崎医院（能美町鹿川）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（45）2031

14日㈪澤医院（大柿町小古江）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）2003

15日㈫島の病院おおたに（能美町中町）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（45）0303

16日㈬砂堀医院（能美町中町）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（45）3333

20日㈰青木病院（江田島町中央）
診療時間：午前９時～午後５時 ☎（42）1121

27日㈰深江長坂医院（大柿町深江）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）2036

※子どもさんの診療については、事前に医療機関へ電話
でお問い合わせください。なお、症状によっては、呉医
師会休日急患センター等を紹介する場合があります。

市税などの納期限￥ ８月31日㈭

　税などは、期限内に納めましょう。ゆめタウン江田島内
の市民サービスセンターでは、土曜日・日曜日・祝日でも
納付できます。

市県民税
（２期）

問税務課
　　　　　☎（４３）１６３６

国民健康保険税
（２期）

問税務課
　　　　　☎（４３）１６３６

後期高齢者医療保険料
（２期）

問保健医療課
　　　　　☎（４３）１６３９

介護保険料
（２期）

問高齢介護課
　　　　　☎（４３）１６５１

保育料
（８月分）

問子育て支援センター
　　　　　☎（４２）２８５２

住宅使用料
（８月分）

問都市整備課
　　　　　☎（４３）１６４７

おめでとうございます

すこやか （地区別50音順・敬称略）
６月16日～７月1５日届け出分

「すこやか」は、生まれたお子さまについて掲載依頼書を提出された場合に
掲載しています。掲載希望の場合は、秘書広報室へご連絡ください。
江田島町
上
うえ

原
はら

　　宙
そら

（江南・7月１日）	 内
うち

土
ど

井
い

優
ゆう

星
せい

（切串・7月6日）
小
こ

堤
づつみ

　未
み

羅
ら

（切串・7月7日）
能美町
石
いし

津
づ

　樹
き

一
いち

（中町・6月30日）	 井
いの

上
うえ

　裕
ゆう

太
た

（鹿川・6月５日）	
川
かわ

本
もと

　希
き

子
こ

（中町・6月９日）
沖美町
富
とみ

島
じま

　瑠
る

華
か

（三吉・6月５日）
大柿町
濵
はま

﨑
さき

　創
そう

太
た

（大君・6月18日）

ありがとうございました

寄附 （50音順・敬称略）

ふるさと寄附金として
大瀬戸光治（広島市南区）　　河野香代子（江田島町）
高野　由博（群馬県高崎市）
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ー
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ご
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な
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ま
す
。
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昭和30年頃のおおでこの様子

昭和20年代後半の役牛による農作業の様子

江 田 島 市 ふ る さ と 再 発 見 事 業

今月の表紙
　６月18日㈰、サ
ンビーチおきみを
主会場に、江田島
SEA�TO�SUMMIT�
2017を開催しまし
た。
　詳しくは、4ペー
ジをご覧ください。

ほ
っ
と
ひ
と
い
き 

対
象
写
真

　昭和の時代までに撮影された、市内の
風景・生活・行事の様子などで、モノクロ、
カラーは問いません。

応
募
方
法

　写真は、窓口への持参及び郵送、メール
などで受け付けます。�写真の返却を希望
される場合は、複製処理の後返却します。

受
付
窓
口

公民館（江田島・切串・中町・沖美・大柿）
図書館（江田島・能美）�/�学びの館
沖美ふれあいセンター/�沖美市民センター
大柿地区歴史資料館・灘尾記念文庫
教育委員会生涯学習課(郵送・メール可)

（応募上の注意）
　写真は、応募者が著作権を有しているものに限
り、第三者が発行する印刷物やホームページ等か
ら転用されたものはお受けできません。
　市関係事業において、応募者の許可なく利用す
ることがあります。昭和30年代後半のがんね海水浴場の様子

写真は大切な歴史資料です。多くの皆さまのご協力をお待ちしております。
教育委員会生涯学習課　☎40-3037

みなさんのお家に、江田島市内の昔懐かしい写真が眠っていませんか？
こんなものが？と思っているものが、実は大切な歴史の記憶（記録）かもしれません。

募集中
～H30.2.28      ふるさと

古写真 

　

７
月
５
日
㈬
、
「
お
魚
教
室
４
回
シ

リ
ー
ズ
第
１
回　

お
魚
タ
ッ
チ
と
稚
魚

の
放
流
体
験
」
の
取
材
で
、
前
広
報
担

当
者
と
同
じ
失
敗
は
繰
り
返
す
ま
い
と
、

長
靴
持
参
で
挑
む
は
ず
だ
っ
た
の
で

す
が
…
。
（
気
に
な
る
方
は
広
報
え
た

じ
ま
第
１
４
２
号
の
「
ほ
っ
と
ひ
と
い

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
う
っ
か
り
忘

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
裸
足
で
海
に
入

り
撮
影
し
ま
し
た
。
写
真
を
撮
る
の
に

夢
中
に
な
っ
て
、
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
ら

お
尻
が
冷
た
い
！
気
付
い
た
ら
お
尻
が

海
に
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
き
物
を
見
つ
け
る
た
び
、
目
が
輝

く
子
ど
も
た
ち
。
特
に
、
さ
と
う
み
科

学
館
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
興
味
津
々
な
子

ど
も
た
ち
の
顔
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。


